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　代表　杉田 健一 さん

〇おもやってどんなところ？
　「縁活 おもや」（就労継続支援 B型）は、事業所
での農業に加え、事業所以外での農作業受託（施設
外就労）、さらには飲食部門の「オモヤ☆キッチン」
の運営まで、「農・食」をメインに幅広く活動され
ています。近年では、山間部の耕作放棄地の再生や、
行政・JA・商工会と連携してコンニャクを作り、新
たな地域ブランドにするプロジェクトに取り組むな
ど、地域活性化にも力を入れておられます。
　平成 24年の設立当初から、利用者の方が「また
来たい」と思える雰囲気づくり、利用者の気持ちを
尊重し見守るスタイルを続け、現在は 26名の方が
利用されています。

〇心掛けていること
　利用者の方はそれぞれ異なる障害があり、日によって調子が
違うこともあるそうです。そのため、「おもや」の職員の方は、
利用者の方がその日に行う作業を決めてしまわず、現場の状況
に合わせて柔軟に対応し、指示指導をしないよう心掛けておら
れます。取材の際、あまり作業に気乗りがしない利用者の方に
対し、職員の方は世間話をしながら、「次はこの作業をしてみ
ない？」と提案するなど、利用者の方の様子を見ながらコミュ
ニケーションをとっておられました。

〇おもやの農業について
　「おもや」では、お米、野菜、イチジクなどを農薬や除草剤、
化学肥料を使用しない栽培方法で生産されています。野菜は年
間約 40品目を栽培し、一年を通じて様々な作業があるため、
利用者の方の適性に合わせて作業に取り組むことができます。
　今回取材したサトイモ畑のマルチ張りでは、利用者の方は慣
れた手つきで指示なしに作業を進めていらっしゃいました。ま
た、黒豆の脱穀では、脱穀機にタイミングよくさや付きの枝を
入れておられました。屋内の作業が得意な方は、出荷のために
野菜の土を洗い落としたり、サトイモのひげ取りや皮むき作業をされていました。
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県内の農福連携の取組を
動画でご覧いただけます！！
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〇農福連携を考えている農業者の方へ
　杉田さんは、「お米や野菜を作る農家、専業や兼
業と農業者にもいろいろあるように、福祉事業所に
もいろいろな規模、形態があります。また、障害の
ある方は、その障害も多様で、日によって調子がち
がうこともあります。そういった中での「農業」と
「福祉」とのマッチングということをご理解いただ
けたらと思います。農業者と福祉事業所、どちらも
多様なので、最初からマッチングが上手くいくこと
は少ないと思いますが、１～２回、農作業を依頼し
て、上手くいかないから終わりではなく、続けてい
きながら、障害のある方が作業をする方法を一緒に
模索し、見つけていくのだと思います。農家の皆さ
んに、気長に福祉事業所と関わっていただけたらと
思います。」とおっしゃっています。

〇農作業受託について　
　「おもや」では、現在 10軒以上の農業者の方から
農作業を受託されています。内容は、ネギやニンニク、
玉ねぎ等の植え付け、収穫後のナスビ畑の資材の撤
去作業など、単発の依頼から、定期的なものまで多
岐にわたっています。
　作業に取り組む中で、農業者の方から利用者の方
へ「すごいね！」「おかげで助かったわ。」と声をか
けていただくことがあり、その言葉は、「おもや」の
職員からの褒め言葉よりも、利用者の方の自信につ
ながっているそうです。

〇農福連携に対する杉田さんの思い　
　「農福連携」とは、農業者と福祉事業所が農作業
受委託で「人手」と「就労」に関するお互いの問題
を解決するだけの取組ではないと思います。「農」
という食べ物を作る活動と、「福祉」という人と人
とをつなげるコミュニティを作っていく活動、この
二つの大事な活動が一緒になって、「みんなの暮し
をつくっていく」、そういう広い視点で進めていく
活動ではないかと考えています。

〇今後取り組みたいこと
　杉田さんは、「農業での売り上げを増やし、少しで
も利用者の方のお給料を上げていきたいとの希望は
もちろんあります。ただ、それだけではなく、農業
をしながら地域の方と一緒にまちの暮らしを作って
いきたいとの思いが常にあります。例えば、小学校
のみなさんと一緒に体験農園を行ったり、地域の方
と一緒にワークショップを開催したいと思っていま
す。」と語ってくださいました。
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